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ASU/P(H)-form開発基本方針

日本で唯一の成形シミュレーション開発会社として、
ユーザーニーズのソフト開発への反映と
クイックレスポンス

１．

世界唯一の解法である静的陽解法の採用による
精度の追求

２．

３． 公的研究開発プロジェクトの内容をソフトウェアへの反映



ASU/P(H)-form開発基本方針

・高速化

・トリム高精度化

・アダプティブメッシュ

・移動効果

・新材料高精度解析機能

（アルミ、高張力）

統合化

知識化

ASU/TK-ｂａｓｅ
・成形ノウハウ

・解析ノウハウ

・形状ノウハウ

ASU/MINT-p
・トリム展開機能

・工具メッシュ作成機能強化

・簡易操作機能強化

・ソルバーランチャー機能

・金型への自動見込みデータ作成

・多工程との連携解析

・製品形状最適化機能

ASU/WELD

ASU/P（H)-form 高機能化利便化



サポート種類別統計

要望
5%

バグ
2%

その他
21%

ユーザーミス
5%

データエラー
13%

質問
54%

図 ： H15サポート統計グラフ



ASU/P(H)-formバージョンアップ内容

・高速化

・トリム高精度化

高機能化

・トリム展開機能

・工具メッシュ作成機能強化

・簡易操作機能強化

・ソルバーランチャー機能

利便化



プリ・プロセッサーのバージョンアップ

Ver.1.1 →　Ver.1.2
1.点列工具リダクション機能

2.IGESメッシャーの改良

3.トリム展開機能

4.ブランク形状の自動一本化（一本化が成立しなくてもメッシュ可能）

5.新プレス登録（GUI改良・点列間隔指定・下死点設定のマニュアル化）

6.多工程解析時のトリム部非表示



1.点列工具リダクション機能

(1)工具離散データの種類

・縦壁（垂直な壁）を表現できない
・工具の形状をより正確に表現する場合
，データ量が多くなる

・隙間や重なりのない工具
CADデータが要求される

短所

・隙間のある面や重なっている面のある
工具CADデータからも，離散化した工
具データを作成できる可能性が高い

・工具の形状をより正確に表
示できる

長所

点列データメッシュデータ



1.1　点列工具リダクションの内容

トレランス

（リダクション前点群） （リダクション後点群）



1.1　点列工具リダクションの内容

各領域に分けて、リダクションを実施



1.2　点列工具リダクションの設定方法

同一平面とみなし点列を削
除するときの、曲面変化トレ
ランス

「自動」ラジオボタンを
選択することで、分割
区画数の最適な設定
値を容易に選択する

ことが出来る。

点列メッシュを予め分割
して処理を行い、処理速
度を向上させる。



1.3　点列工具リダクションの効果

（工具要素数）データ１　　（１ｍｍピッチ）

197987983363459リダクション点群

94.0%76.0％75.6％削減率

332086332086260130点群

B.H.DiePunch

データ２　 （１ｍｍピッチ）

430423430423リダクション点群

71.7%71.7%削減率

15188041518804点群

DiePunch



２．IGESメッシャーの改良

これまでメッシュ化できなかった面への対応

イ）閉曲面への対応

ロ）オフセット時のエッジヒーリング

ハ）ステップ面の対応

ニ）微小面の無視

処理速度は向上



２．１　IGESメッシャーの改良対応例

イ）閉曲面への対応

旧メッシャ－未対応



２．１　IGESメッシャーの改良対応例

ロ）オフセット時のエッジヒーリング例

元の面データ（エッジ近傍でサーフェス法線が乱れる）

面の貼り
直し不要

旧メッシャ－ 新メッシャ－



２．１　IGESメッシャーの改良対応例

ハ）ステップ面への対応

ステップ面　　　　　　　旧メッシャ－　　　　　新メッシャ－



1.3　新メッシャ－の効果

（工具要素数）

943050929942新メッシャ－

944116440247旧メッシャ－

B.H.DiePunch
データ１

データ２　

118759119651新メッシャ－

144848145815旧メッシャ－

DiePunch



3．　トリム展開機能

処理フロー

イ）IGESスプラインを点列に変換
ロ）解析後の材料メッシュに投影

ハ）前工程の材料メッシュ上に点を生成

ニ）点列をIGESスプラインに変換し出力



3．1．　トリム展開機能の使用例

[メッシュ]
緑色: 成形後材料
赤:   成形前材料

トリムライン
（投影後）

トリムライン
（投影前）

展開後曲線



4.ブランク形状の自動一本化

複雑な材料ブランク形状への対応

（旧Ver.）

自動メッシュの場合、一本化したデータの作成が必要であった。

（新Ver.）

一本化できていないデータでも材料メッシュ作成可能。



５．ソルバーランチャー

実行する解析ファイ
ルを選択します。

ソルバーのタイプを
シングルスレッド又
はマルチスレッドか
ら選択します。

複数の解析を自動的に順次行う
ことができます。最大5つまで連続
して解析することができます。



６．ソルバーのバージョンアップ

データの入力

START

END

剛性マトリクスの作成

工具・材料の接触判定

連立一次方程式の求解

変位・応力等のデータ
更新（出力）



６．ソルバーのバージョンアップ

データの入力

START

END

剛性マトリクスの作成

工具・材料の接触判定

連立一次方程式の求解

変位・応力等のデータ
更新（出力）



６．ソルバーのバージョンアップ

データの入力

START

END

剛性マトリクスの作成

工具・材料の接触判定

連立一次方程式の求解

変位・応力等のデータ
更新（出力）



６．ソルバーのバージョンアップ

49.7％7時間01分13時間57分中

2時間34分

10時間38分

17時間36分

V2.1
解析時間

27.4％3時間32分小

38．3％17時間14分中

ー2日以上大

削減率V2.0
解析時間

解析規模

Pentium4

3GHz使用



６．ソルバーのバージョンアップ

70.8％４時間04分13時間57分中

２時間26分

８時間04分

15時間52分

V2.1並列版
解析時間

31.1％３時間32分小

53.2％17時間14分中

ー2日以上大

削減率V2.0
解析時間

解析規模

Xeon

2．8GHz使用



６．１工具メッシュの解析時間に及ぼす影響

ソルバーはVer．２．１を使用

19時間21分

6時間01分

点列

8時間23分

5時間12分

Rev.2

9時間18分10時間04分中

5時間45分7時間53分中

点列＋

リダクション

Rev.1解析規模



7．トリム精度向上

トリム前 トリム後



7．トリム精度向上

メッシュ図



理論について深く学びたい方

コロナ社より

発売中

「板成形」

日本塑性加工学会編



8月1日リリース予定。

今後共ASU/P(H)-formをよろしくお願いします。

ASTOM　R&D
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